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戦中・戦後（1950 年代）まで 

 

●戦時中の木材需要の増加か

ら、水源地域でも多くの森林が

伐採されました。 

●戦後になると伐採跡地にスギ

やヒノキの針葉樹が植林され、

1950 年代半ば以降は人工林でな

かったところにも新たに植林を

行う拡大造林が始まりました。

これは山村振興にも貢献しまし

た。この結果、針葉樹林は戦前

より若い林が増えました。 

●シカは 1950 年頃の狩猟人口の

増加と狩猟の解禁により絶滅の

危機に陥り、1955 年からしばら

くの間は禁猟となりました。 

 

 

 

 

 

戦前（1930 年代）まで 

 

●1923 年の関東大震災により多くの山

崩れが発生しました。いたる所で表土が

はがれ、平塚より丹沢を遠望すると全山

真っ白に見えたそうです。 

 

 

 

 

 

 

 

●関東大震災による山崩れは、若い林に

多く発生しました。当時は、用材や薪炭

材としての木材利用がさかんで、特に広

葉樹林の多くは若い林でした。 

 

水源地域の森林の歴史 
現在は、外から見ると豊かな緑に覆われている水源林。過去 100 年間の変化

をみると、関東大震災で多数発生した崩壊地は減少し、森林全体の林齢は上

昇、戦後に絶滅の危機にあったシカの生息数は大きく増加しました。これらの変

化には、人間による様々な対策の効果に加えて、人間社会の近代化に伴う“人間

と森林とのかかわり方の変化”も大きく影響してきました。 

昭和（1988 年）まで 

 

●国及び県の事業を中心とした崩

壊地復旧対策が進み、崩壊地が大

幅に減少しました。 

●木材輸入の自由化による木材価

格の低下、燃料革命に伴う薪炭需

要の激減等により林業や森林利用

が衰退し、労働力は都市部へ流出

していきました。森林の伐採が減

少し、針葉樹林も広葉樹林も大き

く育ち始めました。 

●1960 年代半ばからシカが急増

し、シカの食害が植林地で激化し

たため、植林の際に柵が設置され

るようになりました。一方、同じ

頃に丹沢の一部が鳥獣保護区に設

定されました。 

 

 

 

 

 

平成（1989 年）以降 

 

●森林全体が大きく育ち、従来多かった表層の山

崩れは起こりにくくなりましたが、極端な集中豪

雨により山が崩れる事例が発生しています。 

 

 

 

 

 

 

●森林利用の衰退により、戦前は広葉樹林を中心

に多くが 20 年生未満であった森林も 40 年生以上

が大部分を占めるようになりました。 

●シカは、鳥獣保護区となった奥山で定着・増加

し、ブナなどの自然林の下層植生を衰退させ、土

壌流出が顕著になりました。このため、2002 年に

県が保護管理計画を策定し対策を開始しました。 

 

 

 

 

 

 

 

神奈川県内の森林総蓄積と森林の崩壊地面積の推移 

参考文献：神奈川の林政史、丹沢大山総合調査学術報告書、気象庁ホームページ 
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航空写真で見る東丹沢塩水川流域の崩壊地分布の変遷 
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